
外交 Vol.68 Jul./Aug. 2021 44

　

米
国
・
外
交
問
題
評
議
会 

（Council on Foreign Relations

）

の
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
氏
は
、
そ
の
著
書
で
経
済
安
全
保

障
（Geoeconom

ics and Statecraft

）
を
、「
経
済
的
活
動
・
制

度
に
よ
っ
て
外
交
上
有
利
な
立
場
を
築
き
国
益
を
守
る
こ
と
」
と
定

義
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
“War by O

ther M
eans

”つ
ま

り
「
軍
事
以
外
の
手
段
に
よ
る
国
の
安
全
保
障
」
と
い
う
視
点
か
ら

見
る
と
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、
あ
ら
ゆ

る
経
済
制
度
が
関
連
し
う
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
経
済
的
活

動
と
安
全
保
障
の
問
題
は
切
り
離
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

「
経
済
安
全
保
障
」に
つ
い
て
正
面
か
ら
認
識
す
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
。
例
え
ば
一
九
八
〇
年
代
の
日
米
貿
易
摩
擦
は
、
あ
く
ま
で
も
民

間
企
業
の
産
業
競
争
力
や
国
際
的
な
産
業
活
動
に
関
す
る
両
国
の
対

立
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
最
近
の
米
中
摩
擦
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
国
政
（Statecraft

）
が
主
導
す
る
国
家
間
の
対
立
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
そ
の
間
で
、
日
本
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
、
民
間
企
業
主
体
で
は
な
く
、
国
家
の
外
交
上
の
問
題
と
し

て
の
経
済
的
活
動
や
制
度
の
あ
り
方
（Geoeconom

ics

）
が
問
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
米
中
摩
擦
で
特
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ハ
イ
テ
ク

分
野
を
め
ぐ
る
対
立
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
経
済
安
全
保
障
と
イ
ノ

東
京
大
学
教
授

元
橋
一
之

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
先
端
科
学
技
術
を

製
品
や
収
益
に
最
短
距
離
で
結
び
つ
け
る
こ
と
か
ら
、

国
家
間
対
立
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
中
国
Ｂ
Ａ
Ｔ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
下
で

経
済
安
全
保
障
体
制
を
作
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
？

も
と
は
し　

か
ず
ゆ
き　

一
九
八
四
年
東
京

大
学
卒
。
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
・
商
学
）。

一
九
八
六
年
通
商
産
業
省
入
省
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
科
学

技
術
産
業
局
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
通
商
政
策
局
通
商

情
報
広
報
官
、
経
済
産
業
省
調
査
統
計
部
総
括

グ
ル
ー
プ
長
な
ど
を
歴
任
。
一
橋
大
学
助
教
授
、

経
済
産
業
研
究
所
上
席
研
究
員
な
ど
を
経
て
、

現
在
東
京
大
学
先
端
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・

大
学
院
工
学
系
研
究
科
先
端
学
際
工
学
専
攻
長
。

経
済
安
全
保
障
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
両
立
す
る
か
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ベ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
先
端
科
学
技
術
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。
安
全
保
障
と
の
関
係
で
も
、
中
国
や
米
国
が
打

ち
出
し
て
い
る
輸
出
規
制
対
象
の
重
点
技
術
リ
ス
ト
（
Ａ
Ｉ
・
機
械

学
習
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
）
に
そ
の
傾
向
は
明
ら
か
に
見
て

と
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
非
競
争
領
域
と
さ
れ
て
き
た
基
礎
的

な
研
究
成
果
と
そ
の
製
品
化
・
収
益
化
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
距
離
が
短
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
を
規
範
と
し
て
、
国
際
的
な
交

流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
大
学
な
ど
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
も

影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

技
術
や
人
の
流
れ
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
両

立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
端
科
学
技
術
が
競
争
力
に
直
結
す
る
時
代

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
イ
エ
ン
ス
化
は
、
産
業
競
争
力
の
源
泉
と

し
て
の
技
術
の
特
性
が
、
工
業
化
技
術
を
中
心
と
す
る
産
業
技
術
か

ら
、
よ
り
基
礎
的
な
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
先
端
科
学
技
術
へ
シ
フ

ト
す
る
歴
史
的
な
流
れ
に
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
工
業
経
済
か

ら
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
へ
の
転
換
点
を
二
一
世
紀
初
頭
と
見
て
い
る

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術

の
確
立
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
構
造
解
読
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
開
発
な
ど
、
米
中
の
重
要
技
術
リ
ス
ト
項
目
の
多
く
に
科
学

的
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
見
ら
れ
た
。ま
た
、基
礎
研
究
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
近
接
化
は
、
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
高
度
化
、
特
に

Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習
の
進
展
に
よ
っ
て
さ
ら
に
加
速
す
る
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
に
お
け
る
競
争
力
の
源
泉
は
、
工
業
経

済
時
代
の
知
財
な
ど
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
守
ら
れ
た
産
業
技
術
と
は

異
な
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
（
公
開
さ
れ
て
い
る
科
学
的
知
見
）
の
実
装

化
、
つ
ま
り
サ
イ
エ
ン
ス
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

人
材
で
あ
る
。
ま
た
新
し
い
産
業
組
織
の
形
態
と
し
て
は
、
大
企
業

の
自
前
主
義
で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
特
に
多
数

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
ん
だ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
戦
略
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
隆
盛
や
大
学
な
ど
に
お
い
て
産
学
連
携
な
ど
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
の
影
響
も
大

き
い
。
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
の
技
術
的
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の

影
響
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
大
き
な
流
れ
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
台
頭

　

こ
こ
で
は
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
典
型
例
と
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し
て
Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

特
性
と
日
本
の
産
業
競
争
力
に
対
す
る
影
響
を
述
べ
る
。
経
済
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の
収
集
→
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
構
築
→
機
械
学
習
の
高
度
化
に
よ
る
予
測
精
度
向
上
→
ビ

ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
と
こ
れ
ら
の
技
術
（
Ｉ
ｏ
Ｔ

／
Ｂ
Ｄ
／
Ａ
Ｉ
）
へ
の
投
資
拡
大
、
と
い
う
ス
パ
イ
ラ
ル
で
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
グ
ー
グ
ル
、
ア
マ

ゾ
ン
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ア
ッ
プ
ル
）
と
い
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
企
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
時
価
総
額
は
数
十
兆
円
レ
ベ
ル

に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
、
世
界
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ベ
ス
ト

テ
ン
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
規
模
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
長
ス
ピ
ー

ド
も
す
さ
ま
じ
い
。
時
価
総
額
ト
ッ
プ
２
の
グ
ー
グ
ル
と
ア
ッ
プ
ル

は
こ
こ
一
〇
年
間
で
そ
の
額
は
五
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
に
お
い
て
は
中
国
版
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
も
い
わ
れ
る
Ｂ
Ａ
Ｔ
（
バ
イ

ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
台
頭
し
て
き
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
日
本
に
は
米
国
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
中
国
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
に

匹
敵
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
は
存
在
し
な
い
。
逆
に
こ
れ
ら
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
デ
ー
タ（
検
索
ポ
ー
タ
ル
の
ア
ク
セ
ス
、

電
子
商
取
引
の
情
報
な
ど
）
を
ベ
ー
ス
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
企
業
が
、
日
本
企
業
が
得
意
と
す
る
工
作
機

械
や
自
動
車
と
い
っ
た
Ｂ
２
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
侵
食
し
、
日
本
の
モ

ノ
づ
く
り
が
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
行
に
よ
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
モ
デ
ル
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
モ
デ
ル
（
従
来
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
に
対
す
る
比
較
優

位
性
が
高
ま
る
と
い
う
見
方
は
一
般
論
と
し
て
は
正
し
い
。し
か
し
、

一
〇
年
程
度
の
レ
ン
ジ
で
考
え
る
と
、
こ
の
巨
大
デ
ー
タ
企
業
が
す

べ
て
の
産
業
を
席
捲
す
る
と
い
う
見
方
は
現
実
的
で
は
な
い
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
そ
の
所
有
者
（
例

え
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｏ
Ｓ
提
供
者
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
な

ど
）
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
リ
提
供
者
）
を
形
成
し
、
ユ
ー
ザ
ー
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用

者
）
に
対
し
て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
つ
ま
り
生
産
者
サ

イ
ド
と
消
費
者
サ
イ
ド
の
マ
ッ
チ
メ
イ
キ
ン
グ
が
基
本
に
あ
る
。
こ

こ
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、
直
接
的
な
も
の
（
消
費
者
サ
イ
ド

の
大
き
さ
が
さ
ら
な
る
消
費
者
を
呼
ぶ
効
果
）と
間
接
的
な
も
の（
消

費
者
の
拡
大
が
さ
ら
な
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
参
加
者
を
呼
ぶ
効
果
）
の

両
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や

Ｂ
Ａ
Ｔ
が
展
開
す
る
Ｂ
２
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
潜
在
的
な
利
用

者
が
膨
大
に
存
在
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
ア
プ
リ
業
者
を
引
き
付
け
る

と
い
う
、
両
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
強
力
に
作
用
し
て
規
模
を
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拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
Ｂ
２
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
顧

客
が
企
業
な
の
で
ユ
ー
ザ
ー
数
が
限
定
的
と
な
り
直
接
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
を
生
み
に
く
く
、
そ
れ
が
エ
コ
シ
ス
テ
ム
参
加
を
呼
び

込
む
と
い
う
閾
値（T

ipping Point

）に
至
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

例
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
社
が
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
と
い
う
産
業
用
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
開
発
し
、
同
社
が
得
意
と
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や

風
力
発
電
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
Ｂ
２
Ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
集

め
る
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
を

展
開
し
た
。
し
か
し
、
個
々
の
産
業
分
野
の
個
別
性
が
強
く
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
効
果
に
よ
る
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
ず
、
現
在
は
事
実
上
撤
退
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
Ｂ

２
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、
自
動
車
、
工
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
風
力

発
電
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
業
界
ご
と
の
ド
メ
イ
ン
知
識
と
情
報
を
生
か
し

て
、
業
界
ご
と
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
流
れ
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
製
造
業
者
は
モ
ノ
づ
く
り
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
や
生
産
プ
ロ
セ
ス
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
関
す
る
大
量
の

デ
ー
タ
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ア
ル
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
自

社
の
競
争
力
を
高
め
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
可
能
と
な
る

（
例
え
ば
、
コ
マ
ツ
の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
）。
つ

ま
り
、
Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習
は
、
ド
メ
イ
ン
知
識
と
リ
ア
ル
デ
ー
タ
が

あ
っ
て
初
め
て
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
価
値
を
も
つ
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
結
実
す
る
）
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
経
済
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
は
リ
ア
ル
デ
ー
タ
に
強
い
日
本
企
業
に
よ
っ
て
は
む
し
ろ

追
い
風
と
な
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
中
国
語
で
「
平
台
」
と
い
う
よ
う
に
、
誰

で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
で
あ
る
。一
方
、

エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
）
は
、
よ
り
有
機
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
間
の

連
携
を
意
味
し
て
い
る
。
上
記
の
事
例
で
い
う
と
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
Ｂ
Ａ

Ｔ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
ス

ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
に
は
優
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
２
Ｂ
の
企
業
間
連
携
の

よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
と
は
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
サ

イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が

主
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
る
。
技
術
の
源
泉
で
あ
る
科
学
的
知
見
は

圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
そ
の
進
歩
が
見
ら
れ
、
安
定
的
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
築
く
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習

の
分
野
で
も
、
新
し
い
デ
ー
タ
分
析
手
法
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
生
ま

れ
、
世
界
中
に
無
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
Ｂ
Ａ
Ｔ
は
そ
れ
ら
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
中
心
に
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
応
用
分
野
が
急

速
に
広
が
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
企
業
も
よ
り
本
業
（
グ
ー
グ
ル
や
バ
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イ
ド
ゥ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
ア
マ
ゾ
ン
や
ア
リ
バ
バ
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）
に
回
帰
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
自
動
運
転
な
ど
産

業
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
は
、
自
動
車
関
連
の
企
業
な
ど
と

の
協
業
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
模
索
し
つ
つ
あ
る
。
Ａ
Ｉ
・
機
械

学
習
の
分
野
に
限
ら
ず
、
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
で
は
、
日
本
企
業
は
、
米
中
を
含
ん
だ
世
界
の
企
業
、
あ
る

い
は
大
学
や
研
究
所
と
既
に
生
態
系
の
中
で
密
接
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
競
争
相

手
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
協
業
相
手
な
の
で
あ
る
。

　

米
国
に
お
い
て
は
、
中
国
を
念
頭
に
置
い
た
輸
出
規
制
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ

Ａ
）
や
投
資
規
制
（
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｍ
Ａ
）
の
形
式
で
、
ハ
イ
テ
ク
技
術

の
流
出
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
も
輸

出
管
理
法
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
自
国
の
ハ
イ
テ
ク
競
争
力
強
化
の

た
め
の
産
業
政
策
を
強
化
し
て
い
る
。
特
に
米
国
の
規
制
は
域
外
適

用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
日
本
企
業
の
事
業
活
動
に
対
す
る

影
響
も
免
れ
え
な
い
。
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
パ
ー
ト
ナ
ー
戦
略
の
面
か

ら
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
技
術
的
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
→
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞

と
い
う
の
は
、
や
や
短
絡
的
な
思
考
で
あ
り
、
個
々
の
企
業
の
実
態

や
現
実
の
経
済
の
動
き
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
潜
在
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
は
世
界
中
で
生
ま
れ
て
お
り
、
サ

イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
が
停
滞
す
る
と
い
う

兆
候
は
見
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
二
〇
二
〇
年
の
米
国
か
ら
の
対
中

投
資
額
は
両
国
の
摩
擦
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
も
か
か
わ
ら

ず
過
去
最
高
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
一
方
で
中
国
か
ら
の
対
米
投
資
額

は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
前
の
一
九
年
か
ら
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
違
い
は
、
一
言
で
い
う
と
企
業
の
リ
ス
ク
管
理
能
力
か
ら
生
じ

た
も
の
と
い
え
る
。
企
業
活
動
に
対
し
て
有
形
・
無
形
の
さ
ま
ざ
ま

な
政
府
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
入
る
中
国
は
も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク

の
高
い
市
場
で
あ
り
、
米
国
企
業
は
こ
れ
に
長
年
対
応
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。
一
方
で
、
中
国
企
業
に
は
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
な
ど
の
ご
く

一
部
を
除
い
て
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
い
え
る
企
業

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
政
府
の
関
与

が
資
本
市
場
を
ゆ
が
め
て
お
り
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
の
供
給
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
の
経
済
安
全
保
障
の
あ
り
方

　

一
方
で
日
本
企
業
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？　

日
本
企
業
の
海
外
進

出
の
歴
史
は
古
く
、
世
界
各
地
に
拠
点
を
設
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

と
呼
べ
る
企
業
は
多
い
。も
ち
ろ
ん
、中
国
は
最
大
の
投
資
先
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
製
造
拠
点
と
し
て
の
現
地
法
人
で

あ
り
、研
究
開
発
に
関
す
る
国
際
化
は
欧
米
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
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特
に
米
中
の
技
術
的
な
摩
擦
が
高
ま
り
、
か
つ
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
っ
て
先
行
き
が
不
透
明
に
な
る
中
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
活
動
に
ど

こ
ま
で
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
特

に
米
中
摩
擦
の
関
係
で
は
、
ル
ー
ル
が
日
本
の
外
で
決
ま
っ
て
い
く

の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
戦
略
や
投
資
判
断
に
か
か
る
不
確
実
性
に
つ
い

て
、
通
常
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
事
前
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
て

対
応
策
を
準
備
す
る
手
法
）
で
対
応
す
る
の
は
難
し
い
。
い
わ
ゆ
る

不
確
実
性
を
そ
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
、
事
後
の
ダ
メ
ー
ジ
を

最
小
化
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
的
な
発
想
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
す
る
中

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
は
、
日
本
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ひ
い
て
は
産

業
競
争
力
に
対
し
て
致
命
的
と
な
る
。

　

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
に
対
し
て
、
少
し
で
も

将
来
の
予
見
性
を
高
め
る
た
め
の
情
報
収
集
と
提
供
、
米
中
以
外
の

第
三
国
と
の
連
携
や
マ
ル
チ
の
レ
ジ
ー
ム
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
各
種
地
域
協

定
）を
活
用
し
た
米
中
へ
の
影
響
力
の
行
使
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

特
に
中
国
に
お
い
て
見
え
隠
れ
す
る
国
際
的
に
許
容
で
き
る
ル
ー
ル

を
超
え
て
運
用
さ
れ
る
強
制
技
術
移
転
や
技
術
情
報
に
対
す
る
政
府

ア
ク
セ
ス
へ
の
対
応
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
米
国
の
協
力
の
も
と
、

対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
デ
ー
タ
サ
ー

バ
ー
の
国
内
設
置
規
制
へ
の
対
応
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化（
技

術
面
、
運
用
面
）、
よ
り
一
般
的
に
は
日
本
企
業
に
お
け
る
コ
ン
ペ

テ
ィ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

る
啓
蒙
活
動
が
重
要
と
考
え
る
。

　

最
後
に
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
時
代
に
重
要
と
な
る
人
材
の
問
題
に
つ

い
て
触
れ
た
い
。
ハ
イ
テ
ク
分
野
の
技
術
摩
擦
に
関
連
し
て
、
米
国

で
は
大
学
な
ど
の
研
究
活
動
に
対
し
て
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
制

限
を
加
え
る
動
き
が
見
ら
れ
る
（
中
国
「
千
人
計
画
」
対
象
者
の
開

示
と
米
国
科
学
財
団
資
金
の
制
限
な
ど
）。
日
本
に
お
い
て
も
貿
易

管
理
体
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
も
と
で
、
国
際
共
同
研
究
に
対
す

る
規
制
が
強
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
距
離
が
短
く
な
る
と
同
時
に
、
軍
用
技
術
と
民
生
用
技
術

の
境
界
も
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
全
保
障
の
視

点
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
領
域
に
も
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
は

不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
サ
イ
エ
ン

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
考
え
る
上
で
、
大

学
等
の
公
的
研
究
機
関
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
国
際
共
同
研
究
な
ど
に

対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
軍
事
技
術
転
用
の
観
点
か
ら
真
に
必
要

と
さ
れ
る
分
野
に
限
定
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
●




